


社会の変化と子どもたちに求められる能力

• 21世紀は、グローバル化が一層進む時
代。

• 多様な価値観の中、正解のない課題や、経
験したことのない課題を解決する場面に出
合う子どもたち。

• 求められるのは、

⇒自己を確立しながら他者を受容して、

協力・協働する個人。

⇒ともに課題を解決し、新たな価値を生み

出しながら社会に貢献する個人。
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教育活動
授業・遊び・日々の活動

演劇的手法
ワークショッププログラム

宮津市が進めるコミュニケーション教育

チームワーク

集中力

発想力

忍耐力

やり遂げる力

メタ認知
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グローバルコミュニケーション
スキルの獲得を見据え、性別や
年代を超えて、対等な関係の中
で自分を主張し、他者を理解で
きるコミュニケーション能力の
育成を目指す。
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指導区分
前期

就学前・小１～小４
中期

小５～中１
後期

中２・中３

各指導区分に
おける目指す
学びの姿

『好きになる』
『やってみる』
『聴ける』子

・興味を持つ、疑問
を持つ、考えを持つ。
・自分で試す、自分
で決める、仲間と話
し合う。

『つながり』を
伝えることを
意識できる子

・話し合って考え、
決める。
・他者と協働して課
題解決を目指す。

『責任と可能性』
を自覚する子

・誰にどう伝えるのか
を意識する。
・協働的な活動を創り
出す。
・対話を楽しむことが
できる。
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全教育活動において、以下の4つの視点をもって
コミュニケーション能力を育成する。

①他者を理解すること
②自己を見つめること
③他者と協働すること
④表現活動（対話やディスカッション、身体表現）
を取り入れ課題に取り組むこと
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小学校6年生と中学校１年生において、演劇的手法
を取り入れたワークショップ型・双方向型のアク
ティブラーニングを実施する。

芸術文化観光専門職大学 学長
青年団主宰。江原河畔劇場総監督

平田オリザ氏

一般社団法人江原河畔劇場 代表理事
劇団青年団 俳優

村井まどか氏
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宮津市立宮津小学校



・自分のことを伝える
・友だちのことを聴く

＋
違いを知り、一緒に楽しむ

PBL（課題解決型学習）
つながりたいむ



学びたいことに
「気づき・取り組み・表現できる」児童の育成
～人とつながりながら主体的に考え行動する児童の育成～

コミュニケーション × 課題解決



友だちの考えを
聴く

自分の考えを
伝える

やってみよう

合意形成を図る

PBL



13

自分の考えを
伝える

友達の考えを
聴く

違いを知る

合意形成を
図る
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対話をする際の
手引きを教室に

掲示



毎週火曜 スキルタイム10分間

＋

毎月 第3週の1時間

15

・コミュニケーションゲーム
・合意形成の対話ゲーム
・身体表現活動

違いを知る

合意形成を
図る
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演劇的手法を用いたプログラム

小学校





児童の感想より
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演劇的手法を用いたプログラム

・普段話さない人ともいっぱい話すことができた。

・みんなで協力できたから楽しかった。

・いつも仲いい人とだけ遊んでいたけど、あまり知ら
ない人たちとも遊ぼうかなと思った。

コミュニケーションの楽しさを実感



児童の感想より
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演劇的手法を用いたプログラム

・お題を言われて15分間で考えて話し合うこ
とができて、正直できるかわからなかったけ
ど演じきれてすごいと思った。

合意形成の経験、達成感

・自分の意見をどう反映させるかを
すごく考えることができた。



児童の感想より
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演劇的手法を用いたプログラム

・みんなで協力して、時間を有効に使えるよ
うに分担して工夫すると、意外と時間内に完
成させることができた。今後に生かしたい。

タイムマネジメントの重要性に気付く

・決められた時間の中で、どうすれば見てい
る人が楽しめるかを考えて、よい発表ができ
た。
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宮津市立宮津中学校



・合意形成を図る
・発表の場をつくる

＋
「見る・見られる」の環境をつくる

「教科・総合・特活」
を総合的に活用



対話

読売新聞東京本社
記者 上田詔子様
講演会
「伝えるという仕事」



協働を意識
合意形成

発表の場の確保



合意形成
発表の場の確保

生徒による
ミニ授業



演劇的な手法を
取り入れた発表

読み聞かせ

みやづ産業フェスタキッズ防災・減災教室



自分は、周りの人との交流を大切にして、分からないとこ
ろを聞いたり、場所が分からない人に教えてあげることが
できた。
競技では、ペアの人と作戦を立てて、実行することができ
たし、学年を超えて交流することができた。
全体としては、賞は取れなかったけれど、ブロックやクラス
の団結力を高めることができたし、ブロック全員で真剣に
体育祭をできたのでよかったと思う。



・お互いに考えを共有し、交流し
たことで、新たな発見や考えが
見つかった。
・班で協力しつつ、声を掛け合う
ことができた。考えたことを伝
え合えたので、うまく積み上げ
ることができた。



演劇的な手法を用いた発表について

・どのような演技をすれば、相手の興味をひきつけ、
分かりやすく伝えられるか考えながらできた。

・主張したいところを伝えるためには

どのように演技すればよいか、

声色をどうすればよいか、考え

ながら演じることができた。

取組に対する感想



75.0 

86.0 

71.7 

76.1 

60.0 65.0 70.0 75.0 80.0 85.0 90.0

R5

R6

京都府 本校

普段の生活の中で、自分がみんなとちがう意見や本当の気持ちを言って
も、

誰からも責められたり傷つけられたりする心配はない

京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～

本校

本校

京都府

京都府

現中学3年生

中学２年生時

コミュニケーション
が円滑に進む
土台ができてきた

64名回答



84.4 

87.5 

78.9 

82.8 

74.0 76.0 78.0 80.0 82.0 84.0 86.0 88.0 90.0

R5

R6

京都府 本校

普段の生活の中で起こったトラブルについて、
話し合える雰囲気がある

京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～

本校

本校

京都府

京都府

現中学3年生

中学２年生時

コミュニケーション
をとることで

集団が成長している

64名回答
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切れ目のない「学院」としての
コミュニケーション教育を。




